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2021年 10月 29日 

 

調査レポート 

 

2021年 7～9月期のＧＤＰ（1次速報）予測 
～感染第 5波の拡大と自動車減産などの影響で再びマイナス成長に陥る～ 

調査部 主席研究員 小林真一郎 

 

11月 15日に内閣府から公表される 2021年 7～9月期の実質 GDP成長率は、前期比－0.5％（年率換算－2.2％）

と 2四半期ぶりにマイナス成長に陥る見込みである。夏場の感染第 5波の拡大と 4回目の緊急事態宣言の発出によっ

て経済活動が抑制されたことに加え、半導体不足やグローバルサプライチェーンの混乱の影響で自動車の生産が急減

したことが影響した。 

中でも個人消費の落ち込みの影響が大きい。個人消費は、緊急事態宣言発出などの影響によって対面型サービスを

中心に夏休み需要が低迷し、お盆休みの時期の帰省が手控えられたことに、供給制約による自動車販売の落ち込みが

加わり、前期比でマイナスになったと予想される。また、住宅投資、設備投資、公共投資も減少した見込みである。外需

においては、輸出、輸入とも減少する中、外需寄与度は若干のプラスになったと考えられる。 

名目 GDP も前期比－0.6％（年率換算－2.2％）と 3 四半期連続でマイナスになった可能性がある。GDP デフレータ

ーは前年比－1.3％と、国際商品市況の上昇などを受けた輸入物価の上昇を反映し、マイナス幅が拡大したと予想され

る。 

 前期比(%)

年率

実質GDP － 7.9 5.4 2.8 － 1.1 0.5 － 0.5 － 2.2

同 　   (年  率) － 28.1 23.2 11.9 － 4.2 1.9 － 2.2

同　    (前年同期比) － 10.1 － 5.5 － 0.9 － 1.3 7.6 1.5

内需寄与度　　　　　 (*) － 5.1 2.7 1.8 － 0.8 0.8 － 0.6 － 2.5

個人消費 － 8.3 5.3 2.3 － 1.3 0.9 － 0.7 － 2.8

住宅投資 0.6 － 5.7 0.0 1.0 2.1 － 1.1 － 4.4

設備投資 － 6.0 － 2.1 4.3 － 1.3 2.3 － 2.3 － 8.8

民間在庫　　　　　 (*) 0.1 － 0.2 － 0.5 0.4 － 0.3 0.1 0.6

政府最終消費 0.7 2.8 1.9 － 1.7 1.3 0.5 2.1

公共投資 3.0 0.6 0.9 － 1.1 － 1.7 － 1.9 － 7.4

外需寄与度　　　　　 (*) － 2.9 2.6 1.0 － 0.2 － 0.3 0.1 0.3

輸出 － 17.5 7.3 11.7 2.4 2.8 － 2.4 － 9.1

輸入 － 0.7 － 8.2 4.8 4.0 5.0 － 2.9 － 11.1

名目GDP － 7.6 5.4 2.3 － 1.1 － 0.1 － 0.6 － 2.2

同  　  (年  率) － 27.1 23.6 9.7 － 4.3 － 0.5 － 2.2

同 　   (前年同期比) － 8.9 － 4.5 － 0.8 － 1.5 6.4 0.2

1.4 1.1 0.1 － 0.2 － 1.1 － 1.3

(注)内需寄与度、民間在庫、外需寄与度は実質GDPに対する寄与度

(出所)内閣府「四半期別GDP速報」

GDPデフレーター
　　　　　　(前年同期比)
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需要項目別の動向は以下の通りである。  

① 実質個人消費（前期比－0.7％） 

感染第 5 波の発生を受けて 7 月 12 日に東京都に 4 回目の緊急事態宣言が発出され、その後、対

象地域が拡大され、期限も延長された。このため、夏休み需要が抑制され、お盆休みの時期の帰省

が手控えられたことで、対面型サービスが低迷したと予想される。さらに、半導体不足やグローバ

ルサプライチェーンの混乱の影響で自動車が供給制約に陥り、販売が落ち込んだ。このため、個人

消費は前期比マイナスとなったと予想される。 

② 実質住宅投資（前期比－1.1％） 

住宅着工戸数が横ばいとなる中、実質住宅投資は、最近の増加が一巡しマイナスに転じたとみら

れる。 

③ 実質設備投資（前期比－2.3％） 

業績改善を背景に企業の設備投資意欲は底堅さを失っていないものの、一時的に前期比マイナス

に転じた可能性がある。7～9 月期の資本財（除く輸送機械）の出荷も前期比で減少している。 

④ 実質在庫投資（前期比寄与度＋0.1％） 

製造業では在庫積み増し局面に入っているうえ、前期の落ち込みの反動もあって、実質 GDP 成

長率に対する前期比寄与度はプラスになった公算が大きい。 

⑤ 実質政府最終消費支出（前期比＋0.5％） 

ワクチン接種が本格化したことにより前期比で増加したと見込まれる。 

⑥ 実質公共投資（前期比－1.9％） 

高水準で推移しているが、建設業の供給力の限界もあり、前期比マイナスが続いたとみられる。 

⑦ 外需（前期比寄与度＋0.1％、実質輸出：前期比－2.4％、実質輸入：同－2.9％） 

実質輸出は、海外経済の回復ペースの鈍化や、自働車輸出の減少を中心に前期比で減少に転じた

と予想される。一方、内需の弱さを反映して、輸入の落ち込み幅の方が大きかったため、外需の前

期比寄与度は小幅ながら前期比でプラスに転じた見込みである。  

⑧ GDP デフレーター（前年同期比－1.3％） 

GDP デフレーターは、国内物価の安定と国際商品市況の上昇などを受けた輸入物価の上昇を反

映し、前年比マイナス幅が拡大したと予想される。 
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